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座長
　日本薬剤師会副会長

安部好弘
　福岡県薬剤師会副会長

髙木淳一

　2006年から薬学６年制がスタート
し、15年が経過した。６年制課程では、
将来どのような分野に進んだ場合にも
共通して必要となる、薬剤師としての
基本的な資質と能力を養成するべきで
あり、その上で、生涯にわたって常に
研鑽し、社会に貢献することが求めら
れる。
　本分科会では、文部科学省高等教育
局医学教育課と厚生労働省医薬・生活
衛生局総務課担当官から講演いただ
く。今後求められる薬剤師としての資
質について、薬学教育の中で薬剤師が
果たすべき役割や国民から必要とされ
る薬剤師にはどのようなことが求めら
れるか、国の立場から示してもらえる
のではないか。
　その後、日本薬剤師会の髙松登常務
理事から「薬局薬剤師の生涯学習の展
望」と題し、薬剤師会が進めている
「研修シラバス」に基づく研修会の開
催が、生涯学習に取り組んでいる薬剤

師の資質や専門性の向上に寄与してい
ることについてお話しいただく。名古
屋大学医学部付属病院薬剤部の山田清
文教授・薬剤部長から「薬剤師の卒後
研修」と題し、「薬剤師の卒後研修カ
リキュラムの調査研究」結果を紹介。
薬剤師の卒後研修の方向性について講
演いただく。
　京都大学医学部付属病院薬剤部の寺
田智祐教授・薬剤部長から「日本医療
薬学会における地域薬学ケア専門薬剤
師制度の構築と運用」と題し、講演い
ただく。
　薬剤師として当然必要な生涯学習、
卒後研修、今年度から始まった地域薬
学ケア専門薬剤師制度についても、皆
さんと様々な意見を通して議論できれ
ば有り難い。
　この分科会を通して、皆さんが取り
組むべき薬剤師の養成から専門性の確
立に至る過程の中で、薬剤師法第一条
の定めにある国民に対する薬剤師の任
務をしっかりと担い、将来にわたって
地域の保険・医療を守り、社会に貢献
する薬剤師を目指して生涯学習に取り
組んでいかなければいけないことを伝
えることができれば幸いである。

（髙木淳一）

薬剤師の養成から専門性の確立まで

座長
　日本薬剤師会常務理事

亀井美和子
　千葉県薬剤師会薬事情報センター長

飯嶋久志

　臨床研究に取り組む薬剤師は年々増
えているが、その研究成果は果たして
エビデンスとして活用されているのだ
ろうか？医療が研究と共に進展するよ
うに、薬剤師が関わる薬物療法や薬
学的管理は、薬剤師が取り組む研究
によって発展するはずである。しか
し、薬学教育を担う大学での研究の
うち、薬剤師業務に目を向けた研究
はまだ少なく、薬剤師となるまでに臨
床研究のノウハウを身に付ける機会は
少ない。
　日本薬剤師会臨床・疫学研究推進委
員会では、薬局薬剤師の臨床研究を推
進するために、倫理審査体制の支援や
全国研修会等を行っているが、「臨床
研究に取り組む薬剤師をさらに増やし
たい」という熱い想いで、本分科会を
企画した。
　まず、日本薬剤師会の宮﨑長一郎副
会長に「エビデンスに基づく薬剤師業
務　現状と目指す姿」と題して、薬剤

師が臨床研究に取り組む必要性、薬剤
師による臨床研究の活用状況等につい
て講演していただく。次に、日本薬剤
師会臨床・疫学研究推進委員会の山本
康次郎委員長に「薬剤師に必要な研究
倫理について」と題して、研究活動を
する上で知っておかなければならない
研究者が守るべき倫理規範とその考え
方についてお話いただく。
　また、東京理科大学薬学部の鹿村恵
明教授に「研究テーマの設定と研究計
画の立案」と題して、主に薬局で行う
臨床研究の進め方についてお話いただ
く。さらに、北里大学北里研究所病院
の氏原淳副部長に「研究倫理審査につ
いて」と題して、2021年６月30日に施
行された「人を対象とする生命科学・
医学系研究に関する倫理指針」の留意
点と、倫理審査の手続き等についてお
話いただく。最後に、福岡市薬剤師会
の林田諭氏に「成果発表について」と
題して、研究成果を発表することの意
義等をご自身の経験を踏まえてお話い
ただく。
　このシンポジウムにぜひ参加いただ
き、臨床研究を身近に感じていただき
たい。

（亀井美和子）

薬剤師の臨床研究～着想から発表～
座長
　日本薬剤師会情報システム検討委員
　会副委員長

田代浩幸
　福岡県薬剤師会常務理事

竹野将行

　「ＩＣＴ」とは、Informat ion and 
Communication Technologyの略称で、
「通信技術を活用したコミュニケー
ション」を表す。この技術は、ＩＴ産
業や通信産業だけでなく、医療の世界
においても積極的な活用が求められて
いる。医療分野における加速するＩＣ
Ｔ化によって、セルフメディケーショ
ン、オンライン服薬指導、服薬管理と
いった薬剤師・薬局の地域医療におけ
る役割の変化と、現在進められている
オンライン資格確認、電子処方箋、Ｐ
ＨＲ、ＥＨＲの今後について、各々の
立場より４人の方に、最新の情報を交
えて講演いただく。
　基調講演として、内閣官房新型コロ
ナウイルス感染症対策推進室の三浦明
内閣参事官に、薬剤師・薬局を取り巻
く環境の変化と、医療ＩＣＴを活用す
ることでわれわれ薬剤師職能にどのよ
うな変革をもたらし、また国民からど
のような期待をされているか、最新の

情報を交えながら講演いただく。
　次に、日本薬剤師会の渡邊大記常務
理事から、「データヘルス集中改革と
薬局業務」と題して講演いただく。
　オンライン資格確認等のシステム利
用により、処方箋の電子化、処方情報
や調剤情報を医療機関や薬局で共有す
ることが可能となり、来年度に向け、
加速化する医療ＩＣＴにおいて薬局で
は多くの情報が得られることとなる。
どのように業務が変わっていくのかを
見据えておく必要がありその一部を紹
介していただく。
　次に、厚生労働省保険局医療介護連
携政策課の山下護課長から、マイナン
バーカードの健康保険証利用と、保険
者が構築した加入者の健康・医療情報
の「私書箱」を、患者と医療者の新た
な治療ツールとして活用すべく講演い
ただく。
　最後に、保健医療福祉情報システム
工業会（ＪＡＨＩＳ）の竹中裕三委員
長からシステムベンダの視点より今後
の動向について関連事項、電子処方箋
の運用を行うにあたり想定される課題
等について考察していただき、最後に
シンポジストの方々と討論することと
したい。

（竹野将行）

医療ＩＣＴとこれからの薬局


